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平成 ２ ９年 度 第２ 回徳 島 県発 達障 がい 者支 援 体制 整備 検討 委 員会 議 事録

１ 日 時

平 成３ ０年 ２月 ２ ３日 （金 ）

午 後１ 時３ ０分 か ら午 後３ 時３ ０分 ま で

２ 場 所

徳 島県 立み なと 高 等学 園 ３階 研 修 室

３ 出 席者

【 委員 】

橋本 俊顕 ，井 﨑 ゆみ 子， 平田 順子 （ 代理 出席 ）， 奥 田紀 久子 ，前 田宏 治 ，

冨樫 敏彦 ，中 山 けい 子， 桒原 優子 ， 三宅 旨抗 ，浅 尾 真輔 ，寒 川浩 治， 堤 美代 子，

濱田 健二 ，東 條 美智 子， 西本 千枝 子 ，大 木元 繁， 丸 岡重 代

【 事務 局】

障が い福 祉課 ， 発達 障が い者 総合 支 援セ ンタ ー， 教 育委 員会 特別 支援 教 育課

４ 会 議次 第

ⅰ 開 会

ⅱ 挨 拶

ⅲ 議 事

(1)就 労支 援に 向け たア ン ケー ト結 果に つい て

(2)就 労サ ポー トブ ック (案 ）に つ いて

(3)平 成２ ９年 度発 達障 が い関 連施 策の 実施 状 況に つい て

(4)平 成３ ０年 度発 達障 が い関 連施 策の 状況 に つい て

(5)そ の他
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【 会長 】今 日は ５議 題 ござ いま すが ，議 事 １と 議事 ２を ま とめ てご 討論 いた だ きた いと 思

い ます 。そ の前 に， 就 労支 援ワ ーキ ング グ ルー プ部 会長 を され てお りま す前 田 先生 に， ワ

ー キン ググ ルー プの 検 討内 容に つい て概 要 を説 明い ただ き ます 。よ ろし くお 願 いい たし ま

す 。

【 部会 長】 就労 支援 ワ ーキ ング グル ープ 部 会長 をさ せて い ただ きま した 四国 大 学の 前田 で

ご ざい ます 。ど うぞ よ ろし くお 願い しま す 。私 から 簡単 に 部会 での 議論 ある い は調 査の 内

容 につ いて ご説 明さ せ てい ただ いて ，そ の 後で 実務 を担 当 して いた だき まし た ハナ ミズ キ

の 矢間 所長 から 詳し く ご報 告を させ てい た だき ます 。

今回 は， 「就 労」 に 絞っ てワ ーキ ング グ ルー プを 作っ て ，各 就労 支援 機関 の 方々 ，あ る

い は企 業の 方々 に部 会 員に なっ てい ただ い て， いろ いろ な 議論 を進 めて 成果 物 を作 るに 至

っ たと ころ でご ざい ま す。

まず ，ワ ーキ ング グ ルー プ自 体は 第１ 回 目を 昨年 ７月 １ ０日 に開 催い たし ま して ，ア ン

ケ ート 調査 の内 容に つ いて 検討 をし ，そ の 後， ８月 から １ ０月 まで アン ケー ト 調査 を県 内

の 高等 学校 ３７ 校で １ ００ ％の 回収 率を 得 るこ とが でき ま した 。ま た， 大学 や 専門 学校 等

の 高等 教育 機関 ７校 の ご協 力を いた だき ま して ，回 収率 も １０ ０％ とい うこ と です 。企 業

に 関し まし ては ，経 営 者協 会等 のご 協力 も いた だき まし て ，８ ７社 から ご回 答 いた だき ，

回 収率 は６ ３％ とい う こと にな って おり ま す。

この よう に， 県内 で 就労 に関 する 大規 模 なア ンケ ート 調 査を 行っ たこ とは こ れま でな か

っ たの では ない かと 思 いま すが ，そ の結 果 につ いて は後 ほ ど詳 しく 説明 をし て いた だこ う

と 思い ます 。

この アン ケー トに 関 して はい ろい ろな 議 論も ござ いま し たが ，結 果的 に， 我 々就 労支 援

を 普段 行っ てい る者 か らす ると ，こ うい う 感じ では ない か なぁ とい った とこ ろ がほ ぼア ン

ケ ート 結果 から も後 書 きさ れる 形に なっ た ので はな いか と 思い ます 。特 に， 自 己理 解と い

う キー ワー ドが ，高 校 ，高 等教 育機 関， あ るい は企 業に お いて も重 要な ファ ク ター にな っ

て いる とい うこ とが 示 され たの では ない か と思 いま す。

また ，今 回は 各学 校 機関 への 調査 だけ で はな く， そこ に 所属 して いる 生徒 ・ 学生 ・社 員

の 特性 のあ る方 々に つ いて の支 援者 から の コメ ント をい た だい てお りま す。 数 とし まし て

は ，高 等学 校か ら１ ３ ５人 分， 高等 教育 機 関か らは ６２ 人 分， そし て企 業か ら は３ ３人 分

と いう こと で， 個別 の ケー スに つい て詳 し くご 報告 をい た だき まし た。

特に 私が 感じ まし た のは ，企 業の 方々 か らの 個別 のご 意 見が いろ いろ な形 で 出さ れて お

り ます 。業 種・ 分野 も 違え ば立 場も ずい ぶ ん違 いま す。 あ るい はこ れま で就 労 支援 を積 極

的 にや って こら れた 企 業様 もあ りま すし ， まだ これ から と いう とこ ろも ござ い ます 。様 々

な 意見 が出 され たこ と で， かえ って 就労 に 関す る課 題と い うも のが いく つか 明 確に なっ た

の では ない かと 。そ れ を受 けて 今後 就労 の 支援 機関 ，就 労 の支 援者 が共 通理 解 の下 に支 援
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を 行っ てい けば ，今 後 ，就 労あ るい は就 労 継続 とい うも の に対 する 効果 が出 て くる ので は

な いか と考 えて おり ま す。

アン ケー トに 基づ き まし て， 「発 達障 が い者 就労 サポ ー トブ ック 」と いう も のの 原案 を

作 成さ せて いた だき ま した 。こ れに 対し て は３ 回部 会を 開 きま して ，各 就労 支 援機 関の 方

々 、最 前線 で活 躍さ れ てい る方 々と いろ い ろな 議論 を交 わ しな がら まと めた も ので す。

この サポ ート ブッ ク 作成 に当 たっ ては ， いろ いろ な情 報 をお 伝え した いと い うこ とで 盛

り だく さん にな る傾 向 がど うし ても ござ い まし た。 しか し ，盛 りだ くさ んに な ると 分厚 く

な って ，情 報過 多に な ると 気軽 に手 にと っ ても らう こと が 難し くな って くる と いう 議論 も

ご ざい まし て， その あ たり のバ ラン スを と るの が難 しい 作 業だ った と考 えて お りま す。

結果 的に は， お手 元 にあ るよ うな 形で ま とめ させ てい た だく こと にな った わ けで すが ，

そ れな りに 有益 な情 報 を得 る手 段に なる の では ない かな と 思い ます 。お 手元 に ある のは 第

２ 校目 とい うこ とで ， これ から まだ 二、 三 回の 修正 を加 え ，年 度末 には １万 部 ほど 製本 し

て 県内 に配 布す る予 定 でご ざい ます ので ， ただ 作っ て終 わ りで はな く， これ が スタ ート で

す ので ，ぜ ひこ のサ ポ ート ブッ クを いろ い ろな 方面 で活 用 して いた だき まし て ，効 果が 出

せ るよ うに ご協 力を お 願い した いと 思い ま す。

【 会長 】ど うも あり が とう ござ いま した 。 たい へん な作 業 であ った かと 思い ま す。 ワー キ

ン ググ ルー プの メン バ ーの 方々 ，ど うも あ りが とう ござ い まし た。

それ では 引き 続き ま して ，議 事１ と議 事 ２に つい て， 事 務局 より 説明 をお 願 いい たし ま

す 。

（ 事務 局よ り議 事１ の 資料 １， 議事 ２の 資 料２ につ いて 説 明）

【 会長 】議 事１ と２ に つき まし て， 委員 の 皆様 から ご意 見 ，ご 質問 をお 伺い し たい と思 い

ま す。 よろ しく お願 い いた しま す。

【 委員 】徳 島保 健所 の 大木 元で ござ いま す 。２ 点ほ ど教 え てい ただ きた いん で すけ ども ，

個 別デ ータ をい ただ け た高 校， 高等 教育 機 関の 校数 ，企 業 さん 数を 参考 まで に 教え てい た

だ けた らと 思い ます 。

もう 一点 。参 考文 献 等あ ろう かと 思う ん です が， 最後 の 方に 載せ ては どう で しょ うか 。

著 作権 の関 係で 問題 に なる 恐れ もあ りま す ので ，ご 配慮 い ただ けた らと 思い ま す。

あと ，「 お誘 いカ ー ド」 とい うの は， こ ちら のオ リジ ナ ルな んで すか 。素 晴 らし いと 思

い ます が。

【 事務 局】 「お 誘い カ ード 」に つい ては ， 昨年 度セ ンタ ー にい た職 員が ，こ う いう もの が
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あ ると いい なと いう も のを ，こ うい う形 で 載せ させ てい ま す。

参考 文献 につ いて は ，全 く同 じと いう と ころ はな いと 思 うん です が、 また 考 えさ せて い

た だき ます 。

【 委員 】徳 島県 医師 会 の井 﨑で ござ いま す 。サ ポー トブ ッ クに 関し てで すが ， 必要 な情 報

が とて もコ ンパ クト に まと まっ てい て， す ごく 良い もの が でき てい ると 思い ま すが ，ど う

い うと ころ に配 布す る 予定 なの かお 伺い し たい のと ，あ と 内容 につ いて 少し 気 にな った の

が ，２ １ペ ージ の「 障 がい 年金 につ いて 」 とい うと ころ が あり まし て， 『主 治 医と よく 相

談 して 申請 しま しょ う 』と いう とこ ろの 『 特に 診断 書の 内 容は 障が い年 金の 決 定に 大き く

影 響し ます 。主 治医 と よく 相談 しな がら 進 める こと が必 要 です 。』 とい う文 言 を読 んで ，

読 んだ 方が どう いう 風 にと らえ られ るの か なと ，少 し気 に なり まし た。

【 事務 局】

まず ，サ ポー トブ ッ クの 配布 先で すが ， もち ろん アン ケ ート をい ただ いた と ころ ，高 校

・ 大学 ・企 業さ ん， そ れか ら児 童養 護施 設 ，相 談支 援の 事 業所 ，就 労支 援の 事 業所 ，通 所

の 事業 所， あと 社協 さ んで あっ たり 小・ 中 学校 ，特 別支 援 学校 ，ハ ロー ワー ク さん とか 労

働 局さ ん， 障害 者職 業 セン ター さん 等々 。 それ から 市町 村 。市 町村 も， たと え ば徳 島市 で

し たら ，障 がい 福祉 課 の本 課と 保健 セン タ ー， 子育 て支 援 課， 教育 委員 会と ， それ ぞれ の

市 町村 でい くつ かの 関 連部 署が あり ます の で， そう いう と ころ にお 配り させ て いた だこ う

と 考え てい ます 。た だ ，も し「 うち に」 と いう 話が あっ た ら， 数が 許す 限り は お配 りし た

い と思 いま すし ，も し 許さ れる なら ，配 る だけ では なく う ちの 職員 が出 て行 っ て説 明し ま

す ので ，呼 んで いた だ けれ ばさ らに 周知 が 進む ので はな い かと 思っ てお りま す 。

それ と， 先ほ どの ２ １ペ ージ につ きま し ては ，ど うし て も当 事者 さん から 見 た書 きぶ り

に なっ てお りま すの で ，医 療機 関の 方か ら ご覧 にな ると 違 和感 があ るか もし れ ない です が。

コ ミュ ニケ ーシ ョン を とる のが 苦手 な方 も 多い ので ，そ の 当事 者だ けで なく ， 支援 機関 の

方 がつ いて 行っ たり と いう こと もあ ろう か と思 いま すの で 。

【 会長 】ち ょっ と微 妙 な表 現で すね 。当 然 ，（ 診断 書の ） 書き 方が ある こと は ある でし ょ

う けど ，当 事者 がど う とる かと いう ，微 妙 な表 現で 。ま た ちょ っと 考慮 して い ただ きま し

ょ うか 。

他に ござ いま せん で しょ うか 。

【 委員 】文 理大 学の 冨 樫で す。 私も （サ ポ ート ブッ クは ） よく でき てい ると 思 いま す。 高

等 教育 機関 への アン ケ ート で， 発達 障が い の方 がか なり い ると いう こと で， 私 の知 って い

る 学生 の中 にも 発達 障 がい の方 がパ ラパ ラ おら れま す。 そ の方 の立 場に 立っ て 読ま せて も
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ら った んで すけ ど， よ く書 けて いる と思 い ます 。も し可 能 であ れば ，発 達障 が いの 方ご 本

人 に一 度読 んで もら っ て， ここ はち ょっ と わか りに くい 表 現だ な， ここ は誤 解 を受 ける な

と いう よう な意 見を い ただ けれ ばよ りい い かな と。 まあ ， 私が 読ん だ範 囲で は だい たい わ

か るん です けど ，そ れ もお 願い して おき ま す。

【 事務 局】

ご意 見あ りが とう ご ざい ます 。実 は， 橋 本会 長に もそ う いう こと を言 われ て いた んで す

が ，今 ，セ ンタ ーの 方 に当 事者 の方 で就 労 訓練 に来 られ て いる 方が おら れる の で， その 方

に 目を 通し てい ただ こ うと は思 って おり ま す。 今日 まで に は意 見を 聞け てい な いん です が，

ま た聞 かせ てい ただ い て， もし これ でわ か ると いう 話で あ れば ，こ れで 。何 か 変え るこ と

が あれ ば変 えさ せて い ただ くか もわ かり ま せん 。

【 会長 】あ りが とう ご ざい まし た。 ハロ ー ワー クの 方な ど の， 就労 をお 世話 す る立 場か ら

は いか がで しょ うか 。

【 委員 】徳 島 障害 者職 業セ ンタ ー の寒 川で す。 意見 と いう ので はな い んで すけ ど， 資料 ２

の 表紙 と中 身の ペー ジ は， 紙質 は全 く同 じ です か。 それ と も少 し厚 さを 変え て 作ら れる の

で しょ うか 。

【 事務 局】 この 資料 自 体が 、も うち ょっ と 厚手 にな るん で す。 全て のペ ージ で 。紙 質は 一

緒 なん です が， 全体 的 に厚 いの で， こん な （資 料２ のよ う な） ヨレ ヨレ 感は な く， 割と ピ

シ ッと 。去 年， 「大 人 の発 達障 がい ハン ド ブッ ク」 とい う パン フレ ット を作 ら せて いた だ

き まし たが ，そ れと 似 たよ うな もの にな り ます 。

【 事務 局】 先ほ ど， 大 木元 委員 さん から ご 質問 のあ りま し たア ンケ ート の個 別 デー タの 回

答 の数 なん です が， 高 校が ３７ 校の うち 回 答有 りが ２９ 校 ，回 答無 しが ８校 ， それ から 大

学 等が ７校 のう ち回 答 有り が６ 校， 回答 無 しが １校 ，事 業 所８ ７社 のう ち回 答 有り が２ ２

社 ，回 答無 しが ６５ 社 とな って おり ます 。

【 委員 】徳 島労 働局 職 業対 策課 の浅 尾で ご ざい ます 。皆 さ んお っし ゃっ てい る よう に， ほ

ん とう によ くで きて い る内 容だ と思 いま す 。

少し 気に なる 部分 と して お話 しさ せて 頂 くと ，６ ～７ ペ ージ に「 就労 （継 続 ）の ため の

４ つの プロ セス 」と あ る中 で， ③番 ，④ 番 のと ころ にハ ロ ーワ ーク が一 番上 に ござ いま す。

職 業紹 介と いう 点で は 関わ りが ある と思 う んで すが ，就 労 支援 とい うこ とで ， 私ど もハ ロ

ー ワー クが 関わ りな い とい うこ とで はな い んで すが ，１ 番 に入 れて いた だく よ りは ちょ っ
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と 下に 落と して いた だ いた 方が 適切 かな と 思い ます 。

【 事務 局】 それ では 順 番を 見直 しさ せて い ただ きた いと 思 いま す。

【 会長 】い ただ きま し たご 意見 を参 考に し て， さら に煮 詰 めて 参り たい と思 い ます 。ど う

も あり がと うご ざい ま した 。

それ では ，続 きま し て， 議事 ３に 移り た いと 思い ます 。 「平 成２ ９年 度発 達 障が い関 連

施 策の 実施 状況 につ い て」 の説 明を よろ し くお 願い しま す 。

（ 事務 局よ り議 事３ の 資料 ３－ １、 資料 ３ －２ につ いて 説 明）

【 会長 】本 年度 もあ と １ヶ 月， いろ いろ な 事業 が順 調に 進 んで いる よう でご ざ いま すが ，

こ の点 につ いて ご意 見 ，ご 質問 はご ざい ま せん でし ょう か 。

【 委員 】徳 島大 学の 奥 田と 申し ます 。こ の よう な事 業を 通 じて 少し ずつ 発達 障 がい の方 々

へ の理 解が 進ん でい る こと と思 いま す。 こ れは ，事 業そ の もの につ いて では な いん です が，

で きれ ば次 回か ら， こ のよ うな 報告 をい た だく とき に， 事 業の 成果 につ いて の ，た とえ ば

ア ンケ ート の集 計結 果 で， 講演 会へ の満 足 度が どう であ っ たか とか ，ど のよ う な方 が参 加

さ れた かと いう よう な こと を記 入し てい た だけ ると たい へ んわ かり やす いと 思 いま す。 学

校 や事 業所 のよ うに 関 連の 強い 機関 の支 援 もも ちろ ん大 事 だと 思い ます が， 社 会の 一人 一

人 の理 解を 広め ると い うこ とが 大事 だと 思 いま すの で， 関 心の 高い 方ば かり で はな くて ，

関 心が 低い ，ま だ十 分 では ない 人た ちの 理 解を 高め るた め の事 業と いう のも 力 を入 れて い

く 必要 があ るの では な いか と思 いま すの で ，そ うい う意 味 で， 事業 の成 果が わ かる よう な

資 料に して いた だけ た らあ りが たい と思 い ます 。

【 事務 局】 確か に， 我 々， イベ ント をす る とや はり 関心 の 高い 方が 来て くだ さ るの で， 関

心 のな い方 にど うや っ て関 心を 持っ てい た だく かと いう の がひ とつ のテ ーマ と なっ てい る

と ころ でご ざい ます 。 今後 ，ご 意見 を反 映 させ てい ただ こ うと 思い ます 。

【 委員 】小 学校 代表 と いう こと でお 話し さ せて いた だき ま す。 先ほ どの 教育 委 員会 の「 学

校 が変 わる ！『 ポジ テ ィブ な行 動支 援』 事 業」 の福 祉分 野 との 連携 の強 化と い うこ とで ，

デ イサ ービ スと の連 携 とい う話 も出 てい た と思 うん です が ，先 日， 県の 特別 支 援学 級設 置

学 校長 協会 とい うの が ござ いま して ，校 長 先生 方が 集ま っ たと きに 話題 に出 た んで すけ ど

も ，放 課後 の小 学生 の 生活 の質 の向 上と い うこ とで ，最 近 ，デ イサ ービ ス事 業 所が 非常 に

増 えて きた と。 え？ こ んな のあ った かな と いう 事業 所が あ って ，何 人か の校 長 先生 が， た
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と えば 放課 後タ クシ ー が乗 り付 けて きて 「 迎え に来 まし た 」と ，そ うい うと こ ろも ある と

い う話 でし た。 本来 で あれ ば， 小学 校は 「 引き 渡し 」と い うこ とに 非常 に気 を 遣う わけ で

す 。そ のあ たり のル ー ルが どう も曖 昧な ん じゃ ない かな と いう ご意 見が いく つ か出 まし た。

福 祉分 野と の連 携強 化 は非 常に 大事 だと 思 うん です が， そ のあ たり のル ール 作 りを しっ か

り して いか なけ れば い けな いと 思い まし た 。

【 事務 局】 今， 校長 先 生か らお 話し のあ っ た， まさ にそ の 分野 の研 究を ２年 間 行っ てき ま

し た。 学校 は保 護者 の 了解 も得 ずに ，顔 見 知り とい うだ け で子 ども さん を預 け てい いの か

と いう よう なこ とは ， 重々 ご心 配さ れる と ころ だと 思い ま す。 そう いう こと を しっ かり す

る ため に保 護者 と事 業 所と 学校 とで うま く 了解 を得 る， 通 学に つい ては この 人 にお 願い し

ま すよ とか ，通 学時 間 の変 更に つい ては 保 護者 にい ちい ち お伺 いを 立て なく て も事 業所 と

学 校と が直 に電 話連 絡 等で して もい いで す よと いう よう な 了解 の文 書を つく り まし て， 保

護 者に 納得 して いた だ いた 上で する とい う 手続 をと って や るこ とが 大事 であ ろ うと いう こ

と で， そこ から 始め た わけ です 。

それ から 進め て， 中 身の 話で すね 。先 ほ ど言 った よう に ，学 校で はし っか り 勉強 もし て

ほ しい んだ と。 だけ ど ，児 童デ イサ ービ ス 事業 所に つい て はデ イサ ービ ス事 業 所の 利用 目

的 等に かな った 療育 が あり ，指 導の 計画 も 作っ てお りま す ので 。そ の両 方を し てい けば ，

一 番子 ども に負 担が か かる んで すね 。子 ど もは 本来 なら 家 に帰 って 宿題 をし て ，お 母さ ん

が 帰っ てき たら テレ ビ を見 てゆ っく りし た いん だけ ど， そ の時 間デ イサ ービ ス 事業 所で 別

な こと をし て， 家に 帰 って きて から 宿題 も しな いと いけ な い。 子ど もも 障が い 等も あっ て

集 中で きな いと ころ も ある ので ，ま た宿 題 を家 でお 母さ ん に怒 られ なが らす る と。 結局 ，

も う誰 のた めの 何の シ ステ ムだ と。 そこ を うま くで きな い かと いう こと で研 究 を進 めた と

こ ろで す。

藍住 町は ２年 間で 研 究が 終わ った んで す が， 実は この 研 究を して いる とこ ろ は文 科省 の

委 託事 業で ，２ 年連 続 でし てい たの は徳 島 県だ けだ った ん です 。文 科省 ・厚 労 省に も注 目

し てい ただ いて ，先 々 週で すか ，う ちの 方 に文 科省 から 報 告に 来て くれ とい う こと で， 全

国 の指 導主 事の 会等 で も発 表し たと ころ で す。

藍住 町さ んが 持っ て いる ノウ ハウ とか は 今年 度の 「情 報 交換 」に つい ては １ 年限 りで す

と いう 条件 付で お願 い した とこ ろで すが ， 地域 の連 携協 議 会等 で周 知も して い るの で， そ

こ ら辺 で来 年度 ，再 来 年度 と続 いて いけ る と私 の方 は願 っ てい るん です が， 他 の市 町村 に

つ きま して も同 様の 仕 組み があ れば もっ と 子ど もさ んが 助 かり ます ので ，ホ ー ムペ ージ 等

に 近々 に報 告書 等を あ げて ，い ろい ろな や り方 につ いて 周 知も させ てい ただ き ます ので ，

ご 参考 にし てい ただ け たら と思 いま す。

【 会長 】あ りが とう ご ざい ます 。そ れで は ，次 の「 平成 ３ ０年 度発 達障 がい 関 連施 策の 状
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況 につ いて 」説 明を お 願い した いと 思い ま す。

（ 事務 局よ り 議事 ４の 資料 ４－ １ ，資 料４ －２ につ い て説 明）

【 会長 】あ りが とう ご ざい ます 。今 の説 明 につ いて ，委 員 の皆 様か らご 意見 ， ご質 問を い

た だき たい と思 いま す 。

【 委員 】徳 島市 の保 健 師の 丸岡 と申 しま す 。４ つに 分か れ てい る， 啓発 ・研 修 のと ころ な

ん です が， 「市 町村 ・ 相談 機関 職員 の支 援 力向 上」 とい う こと で， その とお り だな と思 い

ま す。 １歳 半健 診で あ った り， ３歳 児健 診 であ った り， 乳 幼児 相談 であ った り ，あ あこ の

子 は発 達障 がい で集 団 では 困る なと いう の が分 かっ てい る んで すが ，ど うし て も小 学校 入

学 まで にお 母さ んに ご 理解 いた だけ なく て 小学 校に 送る と いう こと があ りま す 。相 談体 制、

支 援力 を向 上し てい っ て， いか にお 母さ ん に気 づい ても ら うか ，い ろい ろな 角 度で アプ ロ

ー チし てい かな けれ ば いけ ない なと 考え る とこ ろで す。

話は 変わ りま すが ， 私は 徳島 市の 職員 厚 生で 産業 保健 の 保健 師を ３年 間し て いた んで す

が ，そ のと きに ，毎 年 毎年 ，新 規採 用の 方 で数 名が どう し ても コミ ュニ ケー シ ョン がと れ

な くて 職場 で苦 労し て いて ，管 理職 も含 め て職 員さ んと ど のよ うに 対応 して い くか と。 ど

う して も公 務員 とい え ば３ ～４ 年で 職場 が 変わ りま す。 ど この 課に 行っ ても 対 人面 で問 題

を 抱え てし まう 職員 が いま す。 やは り入 っ てく る前 に， で きる だけ 自分 の特 性 への 気づ き

が でき るよ う， 発達 障 がい の気 づき の重 要 性を 広め てい た だき たい なと 思い ま す。

【 事務 局】 まさ に仰 る とお りで ，今 回の ア ンケ ート の企 業 さん のと ころ の言 葉 で書 いて く

だ さっ てい ると ころ を 読ん でい ると ，ま さ しく その よう な こと も書 いて くだ さ って たり し

て いま す。 「お 隣の 人 ，ひ ょっ とし て発 達 障が いじ ゃな い のか な？ 」と 思っ て も， 「あ な

た ，発 達障 がい だか ら ちょ っと ハナ ミズ キ に行 って きな さ い」 とは ちょ っと 言 えな いと い

う よう なこ とが あっ て ，そ れで この 「お 誘 いカ ード 」と い うの を作 りま した 。 今日 は欠 席

さ れて いる 鳴門 教育 大 学の 大谷 委員 にこ の カー ドを 事前 に お見 せし たと ころ ， この 「お 誘

い カー ド」 は決 して 職 場だ けで 使う もの で はな くて ，大 学 とか 高校 とか の保 護 者， 当事 者

そ のも ので はな くて 保 護者 にぜ ひ配 って ほ しい と言 われ ま した 。サ ポー トブ ッ クは クラ ス

の 数は お配 りで きる ん です が， 生徒 さん 全 員分 の冊 子は 作 れな いの で， もし 「 お誘 いカ ー

ド 」を 配れ る機 会が あ れば ，高 校等 のＰ Ｔ Ａ総 会等 で当 セ ンタ ーの 職員 が出 向 いて ５分 で

も いい から 説明 をさ せ てい ただ き， 社会 に 出る 前に ，就 職 前に ，ご 本人 とい う より 親御 さ

ん に気 づい ても らえ れ ばと いう よう なこ と を考 えて おり ま す。

【 会長 】私 も、 看護 教 育の 学会 でお 話し さ せて いた だい た とき に， 協会 の会 長 さん から ，
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い ろい ろな 大学 で発 達 障が いの 特性 のあ る 方が 増え てき て ，進 路を 決定 する 場 合に 相当 気

を つけ ない とと いう こ とを 伺い まし た。 な かな か本 人の 障 がい 理解 とい うの も 難し い問 題

が あり ます ので ，で き たら 先ほ ど奥 田先 生 が言 われ たよ う に， でき るだ けた く さん の一 般

の 方々 に「 こう いう 特 徴が あり ます よ」 と いう こと を知 っ てい ただ くこ とが ， これ から 何

十 年先 に向 けて は， 非 常に 大事 だと 思い ま す。 社会 がだ ん だん 複雑 にな って い きま すと ，

今 まで 対応 でき てい た 方が 対応 でき なく な るの で， その 場 合， どう して も周 り の理 解が 優

先 され ない とな かな か 難し くな りま す。 そ うい う意 味で ， 幼稚 園か ら始 まっ て 「教 育」 と

い うこ とが 非常 に大 事 にな って くる ので は と思 いま す。 発 達障 がい の疑 われ る お子 さん も

定 型発 達の お子 さん も ，一 緒に 生活 しな が ら， そう いう こ とを 小さ いと きか ら 感じ 取っ て

い く力 を養 うこ とが 大 事で はな いか と思 い ます 。

発達 障が いの 理解 は 相当 進ん でき てい る んで すが ，子 ど もさ んを 看て いま す と， どう し

て も勉 強で 躓い てし ま うん です ね。 本当 の 学習 障が いは な いん です けれ ども ， ちょ っと し

た こと でつ まず いて ， それ を積 み重 ねて い くう ちに ，も う 全然 分か らな くな っ てし まい ま

す 。や はり ，教 え方 も 一工 夫し てい ただ く と， 理解 する 力 はあ るん です けど ， 通り 一遍 の

教 え方 ばか りで いか れ ます と非 常に 難し い 。こ の方 法で な けれ ば別 の方 法で と いう こと を

専 門職 の先 生に もお 願 いし たい と思 いま す 。我 々も ，薬 を 使う のに も， この 薬 でな けれ ば

別 の薬 を使 うと いう や り方 をい たし ます 。 たぶ ん， 教え 方 もい ろい ろな 方法 が ある と思 う

の で， そこ を工 夫し て あげ るこ とが 大事 だ と思 いま す。 学 校に 行け なく なる 子 も増 えて き

ま すが ，勉 強が うま く いか ない こと が学 校 へ行 けな い大 き な要 素に なっ ても い ます 。こ れ

も ，来 年度 の事 業で 「 理解 を深 めて いく 」 とい うと ころ を しっ かり お願 いで き れば と思 い

ま す。

それ では 続き まし て ，障 がい 福祉 課か ら も説 明が ござ い ます ので お願 いし ま す。

（ 障が い福 祉課 より 「 心の バリ アフ リー ☆ ステ ップ アッ プ 事業 」， 「障 害者 の 『自 立と 社

会 参加 』に 向け た工 賃 向上 プロ ジェ クト 」 ，障 がい 者ス ポ ーツ ・芸 術文 化の 振 興」 資料 に

つ いて 説明 ）

【 会長 】

それ では 、最 後に 「 その 他」 とい たし ま して 、委 員の 方 から 何か ござ いま せ んか 。

【 委員 】四 国大 学の 前 田で ござ いま す。 就 労支 援の とこ ろ で一 つ， 要望 とい う か， 私が 今

考 えて いる こと をお 話 しさ せて いた だき ま す。 今， 都市 部 を中 心と して 発達 障 がい のあ る

学 生の 就労 移行 支援 事 業所 とい うも のが た くさ んで きて い ます 。県 内に も就 労 移行 支援 事

業 所さ んが １０ カ所 く らい ある と思 いま す けど も， 実態 と して は， 知的 障が い をお 持ち の

方 であ ると か， ある い は精 神の 方で ある と かい うこ とで ， 発達 障が いで なか な か就 労が 難
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し いと いう 人を ター ゲ ット にし た事 業所 さ んが ，現 在， な いの では ない かと 思 いま す。 発

達 障が いの 方を 受け 入 れも でき るか なと い うと ころ もあ る みた いで すけ ど， ど うし ても そ

の 内容 が， 発達 障が い を専 門に して いる と ころ であ れば 事 業所 も会 社の フロ ア ーを 再現 し

て いた りし て， いわ ゆ るホ ワイ トカ ラー 的 な就 労支 援を し てい ただ いて いる と ころ が多 い

よ うに 感じ ます 。大 学 に入 って きて 卒業 と なる と， 「大 卒 なの に」 とい う思 い が保 護者 に

も 学生 本人 にも ある ん です ね。 それ なの に ，一 次産 業や 二 次産 業だ と抵 抗が あ った りす る。

で すか ら， 去年 ，厚 労 省か ら就 労移 行支 援 事業 所の 利用 が 大学 ４年 生で ３条 件 を満 たせ ば

オ ーケ ーだ とい うゴ ー サイ ンが 出て おり ま すの で， この タ イミ ング をう まく と らえ て徳 島

県 でも そん な事 業所 さ んに ぜひ 名乗 りを 上 げて いた だき た い。 徳島 県か らも 呼 びか けて い

た だき たい 。こ れか ら 需要 は必 ず上 がっ て くる と思 うん で す。 大卒 なん だけ れ ども なか な

か 就労 が難 しい とい う 人た ちが 増え てき ま すの で， そこ の 対応 をこ れか らし て いた だけ た

ら あり がた いと 思い ま す。

【 会長 】あ りが とう ご ざい まし た。 他に ， 何か ござ いま せ んで しょ うか 。

（ 徳島 労働 局職 業対 策 課よ りチ ラシ 「平 成 ３０ 年４ 月１ 日 から 障害 者雇 用義 務 の対 象に 精

神 障害 者が 加わ りま す 」に つい て説 明）

【 会長 】そ れで は， 最 後に 事務 局か ら何 か あり ます か。

【 事務 局】 資料 ５と し てお 配り して おり ま す「 発達 障が い 者総 合支 援プ ラン の 進捗 状況 に

つ いて 」で ござ いま す が， 平成 ３０ 年１ 月 末時 点で の進 捗 状況 をの せて おり ま す。 どう ぞ

お 目を 通し て頂 けま す よう お願 いし ます 。

また ，「 就労 サポ ー トブ ック 」に つき ま して は， 委員 の 皆様 から いた だき ま した ご意 見

を 十分 に考 慮し た上 で 作成 し， 後日 ，皆 様 のも とへ お送 り させ てい ただ きま す 。ど うぞ よ

ろ しく お願 いい たし ま す。

【 会長 】今 日の 議事 は 以上 でご ざい ます 。 委員 の皆 様方 か らの ご意 見等 を今 後 の発 達障 が

い 者へ の支 援施 策に 反 映さ せて いた だき た いと 思い ます 。

なお ，今 回の 委員 会 に関 する 議事 録の 公 開内 容に つき ま して は， 私に 一任 し てい ただ い

て よろ しい でし ょう か 。

本日 の委 員会 はこ れ です べて の予 定を 終 了い たし まし た 。ご 協力 あり がと う ござ いま し

た 。


